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学 位 ࿨ ช ୌ ໌ 

 

タマネギ灰色ෙഌබのබ原菌と๹除に関する研究 

 
 
 ๼海ಕはસ国のタマネギ生産高の 6 割をઐめる୉産ஏであり，秋に೽種する西ೖຌのタマネギ
栽കとは異なり，๼海ಕでは春にමをఈ植し，夏の終わりに収穫，ఁ温ஹ଄して౛を௪して出荷
される．タマネギ灰色ෙഌබは，ཱི໡஦の茎ཁに感ઝして収穫期～ஹ଄஦のྤ茎で൅症するが，
感ઝから൅බに至る経過や൅生条件について෈໎な෨෾がଡく，タマネギの栽ക技術もรયする
஦で効ིదな๹除が求められた．また，灰色ෙഌබのබ原については国಼では Botrytis allii Munn

とされてきたが，2003೧に Yohalem らが B. alliiが Botrytis aclada Fresenと Botrytis byssoidea J. C. 

Walkerのハイブリッド種であることをๅ告し，形ସ学దಝ௅からは識พできなかった B. alliiと B. 
aclada をそれぞれಢཱིした種として扱うことを఑案したことから，ಕ಼の灰色ෙഌබ菌について
も，൅生種や性状について確೟することが求められた．このためຌ研究では，タマネギ灰色ෙഌ
බの൅生生ସ，බ原菌の再ಋఈおよび๹除に関する研究を行った． 

1．൅ਫ਼実ସ 
 ಕ಼のタマネギ産ஏ 2ஏ域 38戸の生産者でຌබのஹ଄஦の൅生状況を௒査した結果，൅බ球は
୉型コンテナ 1基（༁ 6000個）あたり最ଡで 3個，ฑ均で 0.4個とわずかであり，現在の๹除の
基ેஎ見をಚた 1980೧઴後に見られたような 5％ఖౕの൅生は確೟されず，౲時と൅生環境が異
なることが示唆された．現在でもಧ൅దなଡ൅を懸೨して౲時とรわらない๹除が実施されてい
るຌබにଲして，ଡ൅につながるགྷ因を໎らかにするため，気象གྷ因および栽ക管ཀྵによる影響
について検౾したところ，栽ക期間を௪して散水を行った区で൅බがଡくなり，ཱི໡஦のஇକద
な降雨はஹ଄஦のྤ茎ෙഌの൅生を助ௗすることが示された．また，温ౕについては，5ႏのఁ温
下でもໃබ௅のまま高ළౕに感ઝすること，しかしながら，ఁ温時の感ઝはその後温ౕが上がっ
てもබ勢が進ఴしにくいことが確೟された．栽ക管ཀྵの影響については，施඄ஙれや඄切れある
いは根切り作業のஙれのいずれについても，໎らかな൅බ助ௗは೟められなかった． 

2．බ原菌の再ಋఈと性状および෾ා 
 ๼海ಕ಼で෾཯した菌株について，Yohalem らの種概೨に基づき，෾生子の核数，形ସ，およ
び PCR-RFLPによる遺ఽ子解析からಋఈを行った結果，බ原として B. acladaを新たに௧加し，B. 
alliiと B. acladaのྈ๏が関࿊していることを໎らかにした．B. alliiと B. acladaはそれぞれ๼海ಕ
の 8ஏ域と 6ஏ域から෾཯され，ྈ๏の種が広く෾ාしていた．༑ઐ種はஏ域や೧次で異なった
が，૱じて B. alliiが一ൢదに༑勢だった．ྈ種は形ସ学దಝ௅，各温ౕにおける生育，බ原性に
おいて໎確な差は೟められなかったが，๖子形成については B. aclada で 25ႏにおける๖子形成
開始が૥い傾向が確೟された．ໃ性世େしか確೟されていないྈ種の生活環において，๖子形成



の૥さの違いが 2種の൅生生ସや進化において何らかの影響を༫える可೵性が示唆された． 

3．༂剤にଲするൕ応とଳ性獲ಚ状況 
 ಕ಼෾཯のタマネギ灰色ෙഌබ菌の 2 種について，๹除༂剤にଲするൕ応を確೟したところ，
ベンズイミダゾールଳ性が確೟された．B. alliiはすべて感受性，B. acladaでは高ౕଳ性が高ළౕ
に෾཯されたことから，༂剤ଳ性 B. acladaがಕ಼に広く෾ාすること，および B. alliiと B. aclada 

でベンズイミダゾールଳ性の൅生は異なることが໎らかとなった．さらに，チオファネートメチ
ルとベノミルは，า場試験においても効果がないことを確೟した．ଡくのベンズイミダゾールଳ
性の糸状菌でๅ告されている β-チューブリン遺ఽ子のコドン 198 における 1 塩基஖換が確೟さ
れ，B. acladaのଳ性株ではコドン 198におけるGAGからAAGへのร異が起こっていた．B. cinerea
を含む HSP60෨෾ഓ྽からಚられた系౹樹では，ଳ性株とଠの感受性の B. alliiと B. acladaや B. 
byssoideaが含まれる୉きなクラスターと෾かれる強ྙなノードがଚ在し，ಕ಼で検出されたଳ性
B. aclada株はタマネギのஹ଄ෙഌから検出されるබ原の஦では異なる遺ఽదഐ景を持った集஄に
༟པする可೵性が示唆された． 

4．タマネギのਫ਼育ステージと感受性 
 ஹ଄஦に൅症するຌබについて，接種時期・෨位の違いによる൅බをർ較したところ，ཱི໡஦
の球඄୉期～ౙ෮期のཁ身に感ઝしたබ原菌が収穫時には首෨～ྤ茎に౺ୣしஹ଄஦のྤ茎での
൅බに至ることを確೟した．タマネギが灰色ෙഌබに感ઝしやすい時期・生育ステージを໎らか
にするための接種試験を行った結果，球඄୉開始期～ౙ෮期の接種で൅බ球ིが高くなることが
໎らかとなった．これまで灰色ෙഌබの๹除時期はౙ෮期～収穫௜઴に重఼が஖かれてきたが，
タマネギのຌබにଲする感ઝのしやすさからみると，それより઴の球඄୉開始期～ౙ෮期が๹除
時期として重གྷであることを示唆した． 

5．๹除ଲ策 
 ଡ൅を回ඈするための効果దな๹除時期を検౾したา場試験において，ౙ෮期に๹除をした区
で๹除効果がಚられた．ౙ෮期より後（根切り期，収穫௜઴）の๹除による効果の向上は೟めら
れず，ౙ෮期が灰色ෙഌබの重఼๹除時期であることが໎らかとなった．この時期は，タマネギ
の重གྷබ害であるപ൙ཁ枯බの๹除時期とほぼ重なることから，പ൙ཁ枯බとಋ時に灰色ෙഌබ
にも効果のある༂剤を散ාすることで，散ා回数をଁやすことなく効ིదに灰色ෙഌබのଡ൅を
回ඈできる๹除ର系を構஛した． 
 

 以上のように、ຌ研究では、ཱི໡஦の茎ཁに感ઝして収穫期～ஹ଄஦のྤ茎で൅症するタマネ
ギ灰色ෙഌබについて、ଡ൅གྷ因となりಚる気象、耕種దགྷ因について検証するとともに、タマ
ネギが感ઝしやすい生育ステージを໎らかにすることで๹除重఼時期を示した。また、බ原菌に
ついて再検౾し、国಼າๅ告の菌の関༫を໎らかにするとともに෾ාや༂剤ଳ性の獲ಚ状況につ
いて໎らかにした。これらのஎ見により、収穫௜઴に重఼を஖かれていたຌබにଲして、それよ
りも૥い時期を重఼๹除時期とすることでଡ൅を回ඈできる効ིదな๹除ର系を確ཱིした。 

 
 
 
 
 
 


